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現
代
臣
民
の
文
化
的
生
活
は
其
過
去
に
於
け
る
訓
練
や
努
力
に

負
ふ
所
が
多
い
ε
言
ふ
見
地
か
ら
、
「
史
家
よ
り
観
た
る
大
正
時
代
」

「
束
西
三
明
の
調
利
－
こ
不
調
和
」
の
如
き
現
代
鮭
會
の
推
移
を
語
る

も
の
及
び
、
「
皇
太
子
御
威
年
式
」
「
皇
太
子
の
掘
政
に
つ
き
て
」
「
原

首
翻
の
暗
殺
に
つ
き
て
」
等
の
、
覗
時
の
繊
為
事
を
歴
史
的
に
観
察

し
た
も
の
を
第
一
編
現
代
史
槻
ミ
し
て
牧
め
、
「
日
本
岩
飛
論
」
「
出

色
ご
佛
教
」
「
デ
モ
ク
ラ
シ
：
ε
日
本
國
民
性
」
「
文
化
の
下
冠
上
」

「
昔
の
商
業
S
専
業
道
徳
」
等
國
民
性
や
底
豆
を
憾
言
ε
し
て
論
究

し
た
も
の
を
第
二
編
國
耀
國
民
性
ε
し
、
第
三
編
史
傳
史
話
は
、

明
治
大
正
時
代
の
人
物
を
主
S
し
た
「
鳴
呼
皇
太
后
陛
下
」
「
栗
組

織
先
生
」
「
五
代
購
読
翁
」
や
、
折
り
畏
れ
て
追
懐
し
、
追
慕
さ
れ
た

徳
教
大
師
や
法
然
上
人
の
史
傳
の
外
に
、
「
絶
群
の
教
育
ざ
尉
會
問

題
」
「
丈
化
史
ミ
は
何
ぞ
」
－
こ
言
つ
．
た
風
の
史
話
も
含
め
て
居
る
。
著

警
も
其
巻
頭
言
に
記
さ
れ
た
通
の
、
も
ミ
よ
り
営
門
研
究
の
副
産

物
で
あ
る
け
れ
、
こ
も
、
過
去
の
事
象
に
の
み
浸
概
し
て
親
代
耽
會
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祁
に
無
關
心
ε
な
り
勝
ち
な
歴
史
家
が
、
日
常
吾
人
の
生
活
に
最

も
關
係
深
く
且
最
も
興
味
を
惹
く
べ
き
寓
旧
事
を
、
著
者
猫
特
の

深
還
な
る
史
鏡
に
か
け
て
解
剖
も
し
た
り
、
三
三
も
加
へ
た
り
し

て
、
現
代
計
會
に
回
れ
ん
、
こ
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
四
六
版
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本
書
は
支
那
文
化
叢
書
の
第
一
篇
ご
し
て
満
洲
考
古
學
會
並
に

満
蒙
磁
化
暴
論
よ
り
出
版
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
其
の
大
傘

は
嘗
て
弊
誌
『
満
蒙
乙
女
化
』
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
、
支

那
年
中
行
事
都
て
を
纏
め
む
一
こ
す
る
は
多
雪
の
宿
志
な
る
も
、
取

り
敢
へ
す
其
の
正
月
の
部
の
み
を
膿
め
た
る
も
の
即
ち
本
書
に
し

て
上
篇
春
立
つ
頃
、
中
篇
年
の
始
め
、
下
篇
元
脊
の
祭
り
の
三
篇
に

分
ち
、
更
に
各
篇
を
三
章
に
分
ち
、
叉
各
節
各
項
を
分
ち
て
立
春
の

儀
式
、
春
牛
、
芒
騨
、
迷
信
，
竈
祭
の
、
除
夜
、
財
私
費
り
、
押
歳
銭
、
宮

中
の
歳
宋
、
桃
符
、
柳
の
魔
除
け
、
春
聯
、
手
刷
、
鍾
埴
、
門
松
、
封
印
、

爆
竹
、
元
旦
脚
結
、
小
年
下
、
接
路
頭
、
星
祭
り
、
黒
地
、
藍
九
型
等
の

諸
風
俗
を
評
記
し
、
虚
々
北
山
の
史
的
滑
革
を
論
じ
、
外
篇
に
は
蒙
相

の
正
月
風
俗
十
二
節
も
附
す
、
跳
鬼
以
下
の
五
枚
の
口
業
、
千
張
紙
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）


